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第４回 大阪市国民保護協議会 会議録 

 

 

（事務局：山内危機管理課長） 

ただ今から大阪市国民保護協議会を始めさせていただきます。 

私は、本日の司会を務めさせていただきます、大阪市危機管理課長の山内

でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

開会に先立ちまして、委員の出席状況等につきまして、ご報告させていただ

きます。 

まず、本協議会は、大阪市国民保護協議会条例第４条第２項の規定に基づき、

会議の成立には過半数の委員の出席が必要となりますが、委員総数３２名のう

ち、本日 ２３名の委員のご出席をいただいておりますので、本協議会が有効

に成立しておりますことをご報告申し上げます。 

なお、「大阪市国民保護協議会構成員名簿」をもって、委員のご紹介にかえ

させていただきます。 

次に、本日の協議会は「大阪市国民保護協議会運営要綱 第２条」の規定

に基づきまして、公開で行われます。報道関係機関の方が見えられておりま

す。 

また、本日、本協議会の会長でございます橋下大阪市長は、他の公務のた

め、欠席させていただいております。 

従いまして、本日の協議会は、大阪市国民保護協議会条例第 3 条の規定に

基づき、市長から会長の職務代理の指名を受けております大阪市副市長の田

中委員が会長の代理を務めさせていただきます。 

それでは、ただ今から、大阪市国民保護協議会を開会いたします。 

開会にあたりまして、田中会長代理よりご挨拶申し上げます。 

田中会長代理よろしくお願い申しあげます。 

 

（会長代理：田中副市長） 

本日は、お忙しいところ当保護協議会にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

また、皆様方には、平素から防災や危機管理行政の推進をはじめ、大阪市政

の各般にわたり格別のご理解とご支援を賜りまして、心から厚くお礼申し上げ

ます。 

大阪市では、武力攻撃や大規模テロなど不測の事態に備えまして「国民保護

法」に基づく大阪市国民保護計画」を平成１９年に策定しました。 
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この度、国の基本指針や大阪府の計画変更を受けまして、本市におきまして

も計画の変更を行いました。 

言うまでもなく、市民生活の安全確保は、本市の最も重要かつ基本的な使命

であります。欧州などでは、最近、イスラム過激派によるテロが頻発しており

ます。大阪市は２６８万人の市民が暮らし、昼間帯には４００万人以上の人が

滞在する大都市であります。そこで、武力攻撃やテロなどの事態が発生した場

合は大変な事態となります。被害を最小限にとどめるための計画を作成し、平

素から備えを万全にしておくことが、なによりも重要でございます。そのため

に今年の２月には、国からの通知を踏まえまして、関係所属長へテロ災害対策

の再確認と徹底を図ったところであります。 

限られた時間でございますが、どうか、忌憚のないご意見を賜りますよう、

お願い申しあげます。 

 

（事務局：山内危機管理課長） 

 ありがとうございました。 

それでは、議事に入ります前に、お手元にお配りしております資料の確認

をさせていただきます。 

  上から順に、「協議会次第」、「配席図」、「大阪市国民保護協議会構成員名簿」

「国民保護法（抄）」、「大阪市国民保護協議会条例」、「大阪市国民保護協議会

運営要綱」続きまして、資料１としまして「大阪市国民保護計画の変更につ

いて（諮問）」、資料２としましてＡ３横長の折り込み「大阪市国民保護計

画（変更案）について（概要版）」、緑のファイル綴じの資料３、「大阪市国民

保護計画（変更案）」でございます。資料４、「大阪市国民保護計画の変更箇

所について（新旧対照表）」でございます。資料５、「大阪市国民保護計画（変

更案）に関するパブリック・コメントの実施結果について」、資料６、「大阪

市国民保護計画の変更について（答申）案」でございます。資料７、「計画変

更スケジュール（案）」でございます。以上、１３種類でございますが、資料

に不足などございませんでしょうか、ありましたら事務局までお申しつけく

ださい。 

  よろしいでしょうか。それでは、次に進めさせていただきます。 

  大阪市国民保護協議会の議長は、大阪市国民保護協議会条例第 4 条第 1 項

の規定によりまして、大阪市国民保護協議会の会長が議長となると定められ

ておりますが、本日は会長欠席のため、田中会長代理に、議長をお願いいた

します。 

それでは、よろしくお願いいたします。 
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（議長：田中副市長） 

 それでは、会議の進行を務めさせていただきます。 

ただ今から、議事に入らせていただきます。 

  まず、議題（１）の「大阪市国民保護計画の変更について」を議題といた

します。 

大阪市国民保護計画の変更に関する諮問について、事務局から説明をお願い

いたします。 

 

（事務局：三田村自主防災企画担当課長） 

大阪市危機管理室自主防災企画担当課長の三田村でございます。 

資料に基づきまして説明させていただきます。 

まず最初に、資料１の「大阪市国民保護計画の変更について（諮問）」をご

覧ください。 

こちらは、大阪市国民保護計画の変更についての市長から本協議会に対する

諮問でございますが、国民保護法第 39 条第 3項では、「市町村長は、国民の保

護に関する計画を作成し、又は変更するときは、あらかじめ、市町村協議会に

諮問しなければならない」と規定されております。 

資料１にございますとおり、大阪市国民保護計画の変更につきまして、大阪

市長から、本協議会に対して意見を求めるものであります。以上。 

 

（議長：田中副市長） 

はい、ありがとうございます。 

では続きまして、変更案につきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局：三田村自主防災企画担当課長） 

  変更内容につきまして、ご説明させていただきます。  

資料番号２番に基づきましてご説明させていただきます。資料２をご覧くだ

さい。 

大阪市では、武力攻撃や大規模テロなどの不測の事態に備えて、「国民保護

法」に基づき平成 19 年 2 月に「大阪市国民保護計画」を策定しております。

この度、平成 26 年 5 月の「国民の保護に関する基本指針」や平成 26 年 11 月

の「大阪府国民保護計画」の修正、及び平成 26 年 10 月の「大阪市地域防災計

画」の修正等がありまして、表記の追加及び変更等の必要が生じたため、本計

画を一部変更するものですございます。 

国民保護計画の構成につきましては、資料２の左下の囲み「大阪市国民保護

の構成」この部分をご覧ください。 
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今回、協議を要するものとして変更いたしますのは、この中の第１編、総論

にございます、６つめの白○、「緊急対処事態への対処」、また右に移りまして

第２編の武力攻撃事態等への対処、白○２つ目の住民の避難における「警報及

び緊急通報の伝達」、○３つ目の、避難住民の救護における「安否情報の収集、

提供」、左に戻りまして第３編ですが、平素からの備えにおける、白○二つ目、

避難、救護、災害対処における「警報の伝達、通知」でございます。 

変更概要のつきましては、資料の右側の「大阪市国保護計画の変更概要」を

ご覧いただきたいと思います。 

国の定める「国民の保護に関する基本指針及び」及び「大阪府国民保護計画」

の変更に伴うものといたしまして、まず１つ目といたしましては、新たな警報

伝達手段としまして、「全国瞬時警報システム（J－アラート）及び緊急情報ネ

ットワークシステム（Ｅｍ－Ｎｅｔ）を追記しております。 

変更案の詳細につきましては、緑色のファイルで資料３としてお配りしてお

ります計画変更案のうち、参考ですが２４ページ及び４７ページをご覧くださ

い。 

資料２に戻らせていただきまして、システムの詳細につきましては、資料２

の方にまとめさせていただいております、資料の中の右下の米印で列挙させて

いただいておりますけれども、まず、Ｊアラートにつきましては、弾道ミサイ

ル情報、津波情報、緊急地震速報等の緊急情報を人工衛星を用いて国が発信す

る情報であり、市町村の同報系防災行政無線を自動起動させ、瞬時に市民等へ

周知するものでございます。 

緊急情報ネットワークシステム（Ｅｍ－Ｎｅｔ）につきましては、官邸から

関係機関に対し、緊急情報を迅速に伝達するための一斉同報システムであり、

市町村のシステムに文字情報及びアラーム等により発信されるものでござい

ます。 

二つ目につきましては、安否情報の収集・提供ついて、総務省消防庁が運用

いたします、安否情報システムの利用を追記したものでございます。 

安否情報システムは、国民保護法に規定される安否情報事務を効率的に行う

ためのシステムであり、個人情報保護のため、ＬＧＷＡＮという総合行政ネッ

トワークを使用し高度なセキュリティーを保持したものでございます。使用に

際しては、区役所、病院、警察等から収集しました被災者情報を市で集約し、

府を通じて国に送信し、全国データを地方公共団体が共有し、国民からの照会

に回答するものでございます。 

三つめとしましては、国の現地災害対策と関係地方公共団体の国民保護対策

本部が、国民保護措置の対策に関する情報の交換及び相互の協力を図るため必

要に応じて開催される武力攻撃事態等合同対策協議会への出席について追記
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をいたしております。 

二つ目大きな項目といたしまして、本市の地域防災計画及び組織改正等に伴

う変更並びに表記の修正でございます。 

大阪市地域防災計画を 26 年 10 月に修正しておりまして、避難行動要支援者

や災害時避難所等、文言の修正、また、ＤＭＡＴ等、医療救護の提供などの修

正を実施しております。 

また、本市の組織改正に伴う整理としましては、「大阪市国民保護対策本部」

の名称、文章事務の修正を実施しております。 

さらに、環境衛生対策班の編成における消毒所の削除を行っております。こ

ちらにおきましては資料の中では 88 ページにございますので後ほどご確認く

ださい 

大きな３つめといたしまして、統計資料の時点修正等に伴う数値の変更を実

施しております。統計数値につきましては、修正までの計画におきましては平

成 17 年度を使用しておりましたが、直近の平成 22 年度の数値等に変更してご

ざいます。詳細な変更につきましては、修正しておりますので、ご確認をいた

だきたいと思います。 

修正項目概要ですけれども、説明を以上で終わります。 

 

（議長：田中副市長） 

続きまして、変更案に関するパブリック・コメントの実施結果について事

務局から説明をお願いします。 

 

（事務局：三田村自主防災企画担当課長） 

それでは、計画変更に関するパブリック・コメントの実施結果につきまし

て、ご報告させていただきます。 

こちらは資料５が当たります、「大阪市国民保護計画（変更案）に関するパ

ブリック・コメントの実施結果について」をご覧ください。 

大阪市国民保護計画（変更案）に関しましては、広く市民の皆様からご意

見等をいただくため、大阪市の「パブリック・コメント手続に関する指針」

に則って、パブリック・コメントを実施いたしました。 

まず、意見の募集期間としましては、平成 27 年１月 19 日から平成 27 年２

月 17 日までの１ヶ月間行いました。意見の募集方法としましては、郵送又は

ファックス、電子メール、あるいは危機管理室に直接提出していただくか、い

ずれかの方法により、書面により募集しました。実施結果の公表場所につきま

しては、大阪市危機管理室のホームページ、大阪市役所危機管理室等で行って

おります。集計の結果でございますが、１件、持参にて受付しました。ただし、
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大阪市国民保護計画の変更案に関するご意見ではございませんでした。 

以上で、変更案に関するパブリック・コメントの実施結果につきましてのご

報告を終わらせていただきます。 

 

（議長：田中副市長） 

はい。それでは、「大阪市国民保護計画（変更案）」とパブリックコメント

の実施結果につきまして、ただ今の事務局からの説明に対しまして、何かご

質問、ご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 

（意見なし） 

  

（議長：田中副市長） 

  それでは、続きまして、「答申」でございますが、本協議会は、資料１のと

おり、本日、大阪市長より「大阪市国民保護計画の変更について」の諮問を

受けまして、ご審議いただいた結果、資料６のとおり大阪市の国民の保護に

関する計画として適当と認めるものと答申させていただきたいと存じますが、

よろしいでしょうか？ 

 

  （異議なし） 

 

（議長：田中副市長） 

ありがとうございます。  

皆様のご承認をいただきましたので、資料６のとおり答申させていただき

ます。 

 

（議長：田中副市長） 

それでは、全体を通しまして、何かご質問やご意見等ございましたら、よろ

しくお願いします。 

 

  （意見等なし） 

 

（議長：田中副市長） 

  よろしいでしょうか。 

今後の計画変更までのスケジュールにつきまして、事務局よりご説明願い

ます。 
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（事務局：三田村自主防災企画担当課長） 

それでは、今後の計画策定までのスケジュールにつきまして、ご説明申し

上げます。 

お手元資料７ご覧下さい。計画変更スケジュール（案）となっております。 

本協議会からの答申を踏まえまして大阪市国民保護計画（変更案）を作成

して、大阪府と協議を行い、協議の完了をもちまして計画の変更としてまい

りたいと考えております。 

なお、その後、大阪市会に報告してまいります。以上でございます。 

 

（議長：田中副市長） 

はい。ただ今の説明を含めまして全体を通して、何かご質問等ございませ

んでしょうか。 

 

  （質問等なし） 

  

（議長：田中副市長） 

  次第によりますと、議題（２）とありますが、事務局より何かございます

か。 

（事務局：三田村自主防災企画担当課長） 

  事務局からは、特にございません。 

 

（議長：田中副市長） 

せっかくの機会でございますので、情報提供等も含めまして、何かございま

したら、ご発言をお願いいたします。 

 

（大阪府：中村危機管理監） 

  大阪府の危機管理監の中村でございます。 

  大阪府の危機管理行政、防災行政、関係機関委員のみなさまのご理解を賜

っております。大変ありがとうございます。 

  本日の議題と関わりまして、情報提供と今後の関係機関のご協力を賜りた

いと存じまして、来年度、私ども大阪府と国の方と共同で本国民保護法に基

づきます共同訓練を実施する予定といたしてございます。 

  趣旨は先ほど冒頭に田中副市長さんがお話になられたましたとおり、中東

や北アフリカ、ヨーロッパ等でテロ行為事案が頻発をいたしております。日
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本人の方も犠牲になっておられる、許されないあるいは痛ましい事案が生じ

ております。こういった中、国の方では本法成立以来、国としての訓練を毎

年実施なさっておられるところでございます。大阪府におきましても法制定

後、間もなく平成 18 年に一度国と共同訓練を、かなり大規模なもので行いま

した。それ以降につきまして、府におきましては毎年度、府単独実施の形で

ＮＢＣ訓練などを実施してまいりました。ちなみに、本年度は昨年の 11 月に

なりますが、伊丹空港を擁します豊中市で豊中市を含んで北部の関係機関を

などのご協力を頂戴しまして、バイオテロを想定した訓練を実施したところ

でございますが、本府におきましても関西国際空港を擁する世界有数の大都

市でございます。内外から多くのお客様を迎え入れ、大阪の成長の源泉にし

ていこうということで様々な取り組みをしている都市でもございます。しか

るべき都市において、万一このようなテロ等々の事態が対処した場合にあり

ましても、しっかりと国家としてあるいは都市、自治体としても対応する能

力があるということについて、内外のみなさまに安心の材料を与えられると

ともに、いざというときの自治体の立場におきましても対処能力を高めてお

く必要があると判断をいたしましたところから昨年来、国の内閣官房と事前

協議を重ねてまいりまして、ほぼ来年度の計画の中のいくつかの訓練プログ

ラムの一つとして、国と府で訓練をやろうということが内定いたしておりま

す。訓練プログラムについては、関係の機関、国のご指導をいただきながら

調整中でございますので、現段階では発言を差し控えますが、まとまりすれ

ば公表しながら関係のみなさま、大阪市、大阪市消防局を含めてそれぞれの

ご協力を賜っていくようなプログラムとして実施をしたいと斯様に考えてい

るところでございます。図上演習が中心でありますけれども、この法の基づ

く訓練でございますので実際に官邸とオンラインで繋ぎます。テロを制圧し、

どうやって国民あるいは人質の方々を救出するかということについて当然で

ございますが本番と同じ形の条件設定でもって訓練をするというような訓練

を予定しております。 

  申し上げましたとおり、訓練内容が固まりますれば発表のうえ関係機関の

皆様方に訓練効果の実があがるように是非引き続きご理解とご協力を賜りた

いと思っておりますので、この場で情報提供とお願いをさせていただきたい

と存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（議長：田中副市長） 

  どうもありがとうございます。他にございませんでしょうか。 

   

（意見等なし） 



 9 

（議長：田中副市長） 

それでは、これをもちまして、本日の議題はすべて終了いたしました。 

皆様のご協力によりまして、本日の協議会を円滑に終了させていただくこ

とができましたことを厚くお礼申し上げます。 

  それでは、事務局にお返しいたします。 

 

（事務局：山内危機管理課長） 

ありがとうございました。 

それでは、会議の終わりにあたりまして、田中大阪市副市長から、ご挨拶

申し上げます。 

 

（田中副市長） 

本日、大阪市の国民の保護に関する計画についての答申をいただける運びと

なりました。今後、この答申に基づきまして、大阪府との正式協議を経まして、

計画変更を行って参りたいと考えております。 

また、国民保護に関する取り組みを一層積極的に進めてまいりたいと考えて

おりますので、どうか、皆様方のご支援、お力添えを引き続きよろしくお願い

申しあげます。本日はありがとうございます。 

         

（事務局：山内危機管理課長） 

  以上をもちまして、「大阪市国民保護協議会」を閉会させていただきます。 

  本日は、どうもありがとうございました。 


